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【手続補正書】
【提出日】平成24年8月10日(2012.8.10)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
局所送達ビヒクルであって、
　約０．２５Ｍ～約１５Ｍのイオン強度を有しかつ一酸化窒素ドナーを含む、不利な生物
物理学的環境；および
　局所的医学的状態を処置するために有効な投与量の薬剤；
を含み、該投与量は、少なくとも約１重量％であり、該薬剤は、イブプロフェン、ナプロ
キセン、セレコキシブ、レフェコキシブ、モルヒネ、プロポキシフェン、オキシコドン、
またはヒドロコドンからなる群より選択される、
局所送達ビヒクル。
【請求項２】
前記薬剤はイブプロフェンである、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項３】
前記不利な生物物理学的環境は少なくとも約１Ｍのイオン強度を有する、請求項１に記載
の局所送達ビヒクル。
【請求項４】
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前記不利な生物物理学的環境はイオン性塩を含む、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項５】
前記イオン性塩は約５％（重量/体積）～約５０％（重量/体積）の濃度で存在する、請求
項４に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項６】
前記イオン性塩は塩化ナトリウムを含む、請求項４に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項７】
前記イオン性塩は塩化コリンを含む、請求項４に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項８】
前記イオン性塩は塩化マグネシウムを含む、請求項４に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項９】
前記イオン性塩は塩化カルシウムを含む、請求項４に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項１０】
前記一酸化窒素ドナーはＬ－アルギニンを含む、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項１１】
前記一酸化窒素ドナーは塩酸Ｌ－アルギニンを含む、請求項１に記載の局所送達ビヒクル
。
【請求項１２】
前記一酸化窒素ドナーは少なくとも０．５％（重量/体積）の濃度で存在する、請求項１
に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項１３】
前記一酸化窒素ドナーは、約０．５％（重量／体積）～約２５％（重量／体積）の濃度で
存在する、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項１４】
前記不利な生物物理学的環境は約３～約１１であるｐＨを有する、請求項１に記載の局所
送達ビヒクル。
【請求項１５】
前記不利な生物物理学的環境は少なくとも約９であるｐＨを有する、請求項１に記載の局
所送達ビヒクル。
【請求項１６】
前記不利な生物物理学的環境は約５未満であるｐＨを有する、請求項１に記載の局所送達
ビヒクル。
【請求項１７】
クリームである、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項１８】
ゲルである、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項１９】
ローションである、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項２０】
前記薬剤はナプロキセンである、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項２１】
前記薬剤はセレコキシブである、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項２２】
前記薬剤はレフェコキシブである、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項２３】
前記薬剤はモルヒネである、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項２４】
前記薬剤はプロポキシフェンである、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項２５】
前記薬剤はオキシコドンである、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
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【請求項２６】
前記薬剤はヒドロコドンである、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項２７】
添加物をさらに含む、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項２８】
前記添加物はテオフィリンを含む、請求項２７に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項２９】
前記不利な生物物理学的環境は尿素を含む、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項３０】
前記不利な生物物理学的環境は糖質を含む、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項３１】
前記不利な生物物理学的環境は、少なくとも約１０００であるオクタノール－水分配係数
を有する成分を含む、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項３２】
前記不利な生物物理学的環境は、約１０－３未満であるオクタノール－水分配係数を有す
る成分を含む、請求項１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項３３】
前記不利な生物物理学的環境は、角質層を通るように前記薬剤を駆動可能である、請求項
１に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項３４】
前記不利な生物物理学的環境はケイ素含有物質を含む、請求項１に記載の局所送達ビヒク
ル。
【請求項３５】
前記ケイ素含有物質は、ポリジメチルシロキサン、シクロペンタシロキサン、ジメチコー
ル、またはジメチコーンのうちの１種以上を含む、請求項３４に記載の局所送達ビヒクル
。
【請求項３６】
前記一酸化窒素ドナーは、皮膚中の血流を増大するために有効な量で存在する、請求項１
に記載の局所送達ビヒクル。
【請求項３７】
局所送達ビヒクルであって、
　約０．２５Ｍ～約１５Ｍのイオン強度を有しかつイブプロフェンおよび一酸化窒素ドナ
ーを含む、不利な生物物理学的環境
を含み、該一酸化窒素ドナーは、Ｌ－アルギニンおよび塩酸Ｌ－アルギニンからなる群よ
り選択され、
　該イブプロフェンは、少なくとも約１重量％の濃度で存在する、
局所送達ビヒクル。
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